









測されている . 中国における高齢者介護施設の整備事業は , 本
格的に着手されてからまだ間もなく多くの問題がある . 例え
ば , 高齢者介護施設の用地の選択 , 必要な福祉設備の確保 , 介
護士の専門技能の向上 , 管理チームの人材選択などの問題が
挙げられる . 本研究の目的は , これらの課題を明らかにしつ
つ , どのように各施設の長所を向上させ , 短所を改善するか









明らかになった . 第一に , 高齢人口が多く老齢人口比率も高い
ことである . 第二に , 高齢化の時期が社会発展のレベルを超え
ていることである . 第三に , 高齢人口の地域分布が不均衡で
あり , 地域間の差が大きく , 都市部と農村部の差も大きい . こ
のような特徴は中国社会に重大な影響を及ぼしている . なお , 
中国の高齢者介護制度は約60年の歴史があり , 改革と発展が
続いている . 当初は「公営独大」（公営のみ）であったが , 現在
では「公営と民営」が共存し「公開民営」（政府が民営を資金面
で支援）に至っている .  
高齢者介護施設の現状と改革については次の二点に要約で
きる . ①公営養老院の現状 : 公営養老院（高齢者介護施設）は
政府が設立し , 「三無老人」と「五保者」の高齢者だけが入居で
き , 他の高齢者は入居できないのが現状である . ②民営の高
齢者介護施設の経営難： 「公開民営 , 医養結合」の経営モデル
は , 政府投資建設 , 企業専門管理 , 専門の高齢者介護サービス
提供を目指す . 民営の高齢者介護施設の大きな課題は経営難





善策を提案する . （1） 高齢者介護施設の建設用地を地方政府
が計画的に確保すること , （2）中央政府が主導する高齢者介護
施設の多元化に対し , 社会全体が関与すべきである . 民政（社
会事務行政部門）, 残連（残疾人連合会 , 障がい者組織など）, 教
育 , 衛生 , 医療 , 保健などの部門や諸機関は資源を統合し , 協




し , 利用者のニーズに適切に対応できるようにする . 
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１．研究目的
本研究では , 中国における児童虐待の原因に注目し , 児童虐





識されてこなかった . 近年は児童虐待の実態が報道されて , 医
学の領域でも , 児童虐待に関する研究にはおよそ20年の歴史
がある . それでも , 行政 , 研究者コミュニティおよび一般市民
たちは , 児童虐待の問題について , 政策課題として認識するに











ある . この意味で , 乳幼児は社会の弱者である . 政府は , 数多
くの法律や法規を制定して子どもの権利を保護しようとして
きている . しかし , 中国の子どもの権利の実情は依然としてか
なり初期的な段階にある . 例えば , 子どもの教育を受ける権利
が保障されていない状況もあり , 家庭や学校での子どもへの
暴力は後を絶たず , 教師による児童虐待事件が多発している . 
中国の子どもの権利の状況をさらに改善するには子どもの





考察を踏まえ , 児童保護を達成するためには , 次の改革が必
要である . （1） 児童の保護に関する中央政府および省の法規
制定とその補完 , （2） 児童保護制度の整備と充実 , （3） 科学的
かつ健全な対応・支援方法の確立 , （3） 児童のニーズに応じた
複数の援助の提供 , （4） 児童虐待に関する親・保護者の認識と
理解の向上を図るための広報活動の展開 , （5） 被虐待児の精






でなく , 保育園 , 学校 , 地域社会などの各方面の協力と連携を
強めることも重要である . 子どもの健全な成長と発育のため

















































































が明らかである . 公平性が保たれるべき調査において , 異なる
生活環境や介護環境から認定結果に違いが生じることにより , 
認定後の受給サービスや費用負担の点などにおいて不利とな




























るが , 今後は一連の介護支援展開として , 認定調査からアセス
















法を用いた . 文献研究では , 主に , 親が持っている子育て観及
び地域子育て支援に関する思いについて把握し , インタビュー
調査のためのガイドを作成した . また , インタビュー調査で







































































































































































中退 , ②教員にとって学習困難な生徒の指導経験 , ③学習困
難な生徒対応をめぐる組織の葛藤 , ④担任・学年を支える仕組


































法を用いた . 文献研究では , 主に ,情報交換の実態と問題点を
整理し , 両者が必要とする情報ニーズについて考察した . ま
た , インタビュー調査では , ヘルパーと訪問看護師10名に対
し，連絡ノートの問題点と改善点について聴き取り，結果をも
とに書式化を試みた．
３．研究結果と考察
調査結果より，現状の連絡ノートにおいて3つの問題が明ら
かになった．第一に，ホームヘルパーの医療的知識が十分でな
い．第二に，記録を書くには時間的な余裕がない．第三に，両
者の必要な情報ニーズにズレがある．他にも，介護専門職とし
ての職業意識に差があることが把握できた．この3つの問題を
解決に導くために，まず，両者が情報共有に必要とするケア項
目に加え、相手に求める情報を簡易に書式化した連絡ノート
を作成した．両者のニーズを満たすために工夫したことは，①
「注意して観て欲しいこと」②「いつもと変わったこと（症状）」
③「連絡・質問・相談・回答」の欄を設けた．①には，ヘルパーが
望む疾患や処方薬に関連した注意すべき症状を訪問看護師が
書き出すことにより，ヘルパーが不安に思う医療的知識が少
しずつ深められていくと考えた．②には，訪問看護師が望むヘ
ルパー目線での「いつもと違う何か」の気づきについて情報発
信できるようにした．③には，両者が伝達や相談を自由に記述
が可能で，且つ，何についての情報発信なのかを項目のいずれ
かに○で選択できるようにした．自由記述から書式化するこ
とで，短時間で書きやすいものとなった。さらに，既読後に捺
印する欄を設けることにより，確実に情報共有できているこ
とを認識し，介護職としてのモチベーションが上がり，より活
発に情報交換できることが期待される．これが職業意識の差
の解消にも繋がると考える．
４．結論と今後の課題
本論では，当該の連絡ノートを書式化することで記録時間
を短縮でき，両者が必要とする情報が盛り込まれた連絡ノー
トとなり，ホームヘルパー目線での「いつもと違う何か」に気
づき，情報発信できることが期待できる連絡ノートに改善で
きたと考える．今回，連絡ノートを書式化したことで終わった
が，今後は在宅現場でこの連絡ノートを実用し，その有用性に
ついて、さらに検討を重ね論考を加える計画である．
